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第３号

　

地
震
や
集
中
豪
雨
、
洪

水
な
ど
荒
ぶ
る
自
然
に
翻

弄
さ
れ
る
よ
う
な
昨
今
、

自
然
と
の
共
生
が
改
め
て

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
夏
本

番
の
中
、
加
古
郡
の
皆
さ

ま
に
は
平
素
よ
り
格
別
の

ご
厚
情
を
賜
っ
て
お
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ま
、
県
政
で
は
、「
地

域
創
生
」
が
最
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
地
方
分
権
な
ど
地
方

自
治
の
充
実
が
主
要
テ
ー

マ
で
し
た
が
、
今
日
ほ
ど

地
方
が
注
目
を
集
め
た
局

面
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
特
徴
を
活
か
し

た
地
域
創
生
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
住
民
が
主
体

的
に
取
り
組
む
体
制
づ
く

り
が
極
め
て
重
要
で
す
。

時
代
の
潮
流
を
確
か
な
も

の
と
し
、
国
、
県
、
市
町

を
通
じ
た
政
策
形
成
に
持

て
る
力
を
注
ぐ
こ
と
を
お

誓
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
次
行
革
プ

ラ
ン
に
よ
る
財
政
健
全
化

が
も
う
一
つ
の
課
題
で

す
。
本
年
は
、
行
革
条
例

に
基
づ
く
総
点
検
が
行
わ

れ
る
年
で
す
。
平
成
30
年

を
目
標
年
次
と
し
た
収
支

均
衡
が
達
成
の
見
通
し
で

す
が
、
県
民
福
祉
の
向
上

と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
行
革

を
に
ら
ん
だ
行
財
政
構
造

改
革
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
議
会
は
、
信
頼
回
復

の
途
上
に
あ
り
ま
す
。
政

務
活
動
費
は
全
国
で
も
屈

指
の
厳
格
化
を
実
施
し
、

議
会
改
革
度
の
全
国
ラ
ン

キ
ン
グ
第
１
位
に
な
る
な

ど
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
議
会
活
性
化
で

は
、
議
員
提
案
に
よ
っ
て

中
小
企
業
振
興
条
例
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
実

効
性
を
上
げ
る
具
体
的
な

取
り
組
み
を
図
り
、
経
済

の
原
動
力
で
あ
る
中
小
企

業
の
元
気
ア
ッ
プ
を
一
層

進
め
て
い
く
決
意
で
す
。

　

世
界
が
混
迷
と
不
透
明

さ
を
増
し
て
い
る
今
日
、

政
治
に
携
わ
る
者
は
明
確

か
つ
長
期
的
な
展
望
と
と

も
に
改
革
す
べ
き
を
改
革

し
、
守
る
べ
き
も
の
を
守

る
勇
断
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
継
承
す
べ
き
理
念

国
、県
、市
町
通
じ
た
政
策
形
成
を

　

神
戸
市
西
区
か
ら
太

子
町
ま
で
の
約
50
キ
ロ

㍍
を
結
ぶ
「
播
磨
臨
海

地
域
道
路
」
計
画
で
、

国
交
省
近
畿
地
方
整
備

局
の
有
識
者
委
員
会

は
、
第
二
神
明
道
路
の

明
石
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
姫
路
市
広
畑

区
周
辺
の
約
35
キ
ロ
㍍

に
設
け
た
３
区
間
を
優

先
整
備
し
て
い
く
方
針

を
決
め
ま
し
た
。
今
年
度

中
に
概
略
ル
ー
ト
を
検
討

す
る
計
画
段
階
評
価
に
着

手
し
て
い
き
た
い
意
向

で
、
都
市
計
画
決
定
な
ど

の
手
続
き
を
経
て
事
業
化

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
道
路
は
国
道
２
号
バ

イ
パ
ス
の
慢
性
的
な
渋
滞

の
緩
和
や
、
物
流
機
能
の

向
上
に
よ
る
民
間
投
資
の

　

兵
庫
県
議
会
は
６
月
７

日
、
第
３
３
２
回
定
例
会

を
開
会
し
ま
し
た
。
自
民

党
な
ど
４
会
派
が
代
表
質

問
し
た
ほ
か
、
７
日
に
は

一
般
質
問
を
実
施
し
、
10

日
に
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
の
修
繕
工
事
契
約
に

関
す
る
議
案
な
ど
24
件
を

承
認
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

　

中
で
私
が
所
属
す
る
会

喚
起
な
ど
が
ね
ら
い
。
兵

庫
県
な
ど
は
播
磨
の
地
域

創
生
に
不
可
欠
な
道
路
と

し
て
位
置
づ
け
、
優
先
区

間
候
補
と
し
て
、
加
古
川

市
臨
海
部
、
播
但
連
絡
道

路
と
の
接
続
部
、
姫
路
市

臨
海
部
の
３
区
間
を
提
案

し
、
先
行
し
て
整
備
し
て

い
く
よ
う
国
に
求
め
て
い

ま
し
た
。

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
に
所
属
し
ま
し
た

　

今
年
度
、
県
議
会
の
健
康
福
祉
常
任

委
員
会
に
所
属
し
ま
し
た
。
12
人
の
委

員
で
構
成
さ
れ
、
健
康
・
福
祉
分
野
に

お
け
る
本
県
の
課
題
や
必
要
な
施
策
、

人
口
減
社
会
を
見
据
え
た
将
来
の
あ
り

方
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年

度
は
「
健
康
ひ
ょ
う
ご
の
実
現
」
を
特

定
テ
ー
マ
に
、
超
高
齢
社
会
の
健
康
づ

く
り
や
地
域
医
療
・
介
護
の
あ
り
方
な

ど
を
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
で
24
議
案
承
認

新
た
な
財
政
構
造
求
め
る

播磨臨海
地域道路優先整備区間を決定

今年度に概略ルート検討へ

提
案
さ
れ
て

い
る
播
磨
臨

海
地
域
道
路

の
優
先
区
間

派
は
、
今
年
度
に
行
わ
れ

る
第
３
次
行
革
プ
ラ
ン
の

総
点
検
を
に
ら
み
、
新
た

な
行
財
政
構
造
の
構
築
を

求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
正
副
議
長
選
挙

も
行
わ
れ
、
議
長
に
藤
田

孝
夫
議
員
（
養
父
市
選

出
）、
副
議
長
に
藤
本
百

男
議
員
（
加
東
市
選
出
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

兵庫県議会

藤田新議長との意見交換

インターネット中継の様子（6.17）

や
政
策
と
い
っ
た

連
綿
と
続
く
水
脈

を
見
据
え
つ
つ
、

未
来
と
し
て
の
過

去
に
学
ぶ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
心
を

心
と
し
て
、
明
日

を
全
力
で
切
り
拓

い
て
い
く
こ
と
を

お
約
束
し
ま
す
。
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４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
を
受
け
、
兵
庫

県
は
発
生
直
後
の
14
日

に
先
遣
隊
を
被
災
地
に

派
遣
し
、
20
人
規
模
の

現
地
支
援
本
部
を
熊
本

県
庁
内
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

被
害
が
大
き
か
っ
た

益
城
町
を
支
援
対
象
と

し
、
避
難
所
対
策
や
被

災
者
の
生
活
再
建
な
ど

現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
活
動
を
展
開
し

ま
し
た
が
、
応
急
対
応

期
か
ら
復
旧
・
復
興
期

に
移
行
し
、
役
場
機
能

が
回
復
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、
支
援
チ
ー
ム
の
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本
新
副
議
長
と
の
意
見
交
換 「にじいろふぁ～みん」の方が議会に来て頂きま

した（6.10）

県
議
団
の
健
康
福
祉
部
会
に

所
属
し
て
い
ま
す

　

兵
庫
県
議
会
で
は
、

６
月
２
日
に
開
会
し
た

第
３
３
２
回
定
例
会

（
６
月
定
例
会
）
か
ら
、

本
会
議
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
に
手
話
通

訳
を
導
入
し
ま
し
た
＝

写
真
。

ネ
ッ
ト
中
継
に
手
話
通
訳
者
導
入

議
会
改
革
の
一
環 

全
本
会
議
で
実
施

　

議
会
改
革
の
一
環
で
、
耳

の
不
自
由
な
人
に
も
審
議
の

様
子
を
発
信
す
る
の
が
ね
ら

い
で
す
。
県
聴
覚
障
害
者
協

会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
手
話
通

訳
者
２
～
３
人
が
担
当
し
、

臨
時
会
を
含
む
す
べ
て
の
本

会
議
で
実
施
し
ま
す
。

兵庫県議会

第
10
陣
で
職
員
派
遣
終
了

「
復
興
サ
ポ
ー
ト
事
業
」創
設
も

景
気
に
ら
み
前
倒
し
執
行

投
資
的
経
費
は
全
額
配
当
に

派
遣
は
６
月
29
日
ま
で

の
第
10
陣
を
も
っ
て
終

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
連
絡
窓
口
は
継

続
し
て
防
災
部
局
に
設

置
し
、
熊
本
県
お
よ
び

益
城
町
か
ら
の
個
別
課

題
要
請
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
か
ら

は
簡
易
ト
イ
レ
５
１
２

基
、
毛
布
２
万
７
千

枚
、
ア
ル
フ
ァ
化
米

２
万
４
千
食
分
を
提

供
。「
熊
本
復
興
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
も
創
設
し
、

被
災
地
の
早
期
復
興
を

支
援
す
る
団
体
の
活
動

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

西
伸
部
の
事
業
化
決
ま
る

全
線
を
高
架
構
造
６
車
線
に

　

大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
の

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
か
ら
駒

栄
（
神
戸
市
長
田
区
）
ま
で

の
14
・
５
キ
ロ
に
つ
い
て
、

国
交
省
は
今
年
度
に
新
規
事

業
化
し
て
い
く
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　「ひょうご農林水産ビジョン
2025」の実現に向けて、平成
28 年度に特に重点を置いて取
り組む農水産物のブランド化や
特産品の開発、ひょうご食品認
証制度の充実、生産者と市場・

″
ひ
ょ
う
ご
の「
農
」２
０
１
６
〟を
推
進

毛布27000枚、アルファ化米24000食を提供

　

兵
庫
県
で
は
、
今
年
度
の

予
算
執
行
に
つ
い
て
、
行
政

経
費
は
事
務
的
経
費
の
20
％

を
除
い
て
全
額
配
当
、
投
資

的
経
費
は
当
初
か
ら
全
額
配

当
し
て
い
く
方
針
で
進
め
て

い
ま
す
。

　

景
気
動
向
な
ど
を
に
ら

み
、
で
き
る
だ
け
予
算
を
前

倒
し
し
て
執
行
す
る
国
の
姿

勢
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
基

本
的
に
下
半
期
に
執
行
す
る

事
業
を
除
い
て
全
額
を
配
当

し
ま
す
。

　

契
約
目
標
率
は
、
国
と
同

様
に
80
％
を
上
半
期
の
目
標

に
設
定
し
、
官
公
需
発
注
総

熊本地震

額
の
82
・
７
％
を
中
小
企
業

向
け
と
し
、
特
に
新
規
創
業

や
起
業
を
促
進
す
る
た
め
創

業
10
年
未
満
の
企
業
へ
の
発

注
率
を
２
・
54
％
と
す
る
目

標
も
定
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
事
業
の
募
集
や
工
事
発

注
の
準
備
を
着
実
に
進
め
、

契
約
締
結
の
際
に
は
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
支
払
い
を

徹
底
さ
せ
る
こ
と
、県
民
局
・

県
民
セ
ン
タ
ー
も
同
様
な
基

本
方
針
で
臨
む
こ
と
な
ど
を

留
意
事
項
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
は
総
額
５
千
億
円

規
模
で
、
来
年
度
以
降
に
工

事
着
手
。
全
線
を
高
架
構
造

の
６
車
線
に
し
、
慢
性
的
な

渋
滞
の
緩
和
、
所
要
時
間
の

短
縮
に
よ
る
物
流
の
効
率
化

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今年度県予算

大阪湾岸道路

消費者との
連携、人づ
くり担い手
づくり等の
施策につい
て推進して
いきます。

私たちの会派で出され
た「にじいろふぁ～みん」
のお弁当

岡つよし に
ご意見・ご要望をお寄せ下さい！
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